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① デジタル空間を活用したサービスの普及状況
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インターネットやソーシャルメディアの普及状況

 主なソーシャルメディア系サービス／アプリ等の利用率【年代別】

・ LINEやYouTubeは年代を
問わず高い利用率。

・ Facebookは「30～40代」
の利用率が比較的高い一
方、Twitter、Instagram、
TikTokは「10～20代」の利
用率が高い。

 主なメディアの平均利用時間（平日１日）【経年・全年代】

【出典】 令和４年度情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査報告書（総務省）

・ 過去10年間でネットに
費やす時間が急速に
増加。

・ 令和2年（2020年）
にはテレビ（リアルタイ
ム）視聴時間を上回り、
最も長い時間を費やす
メディアに。
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【出典】 令和４年度情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査報告書（総務省）



動画共有・配信サービスの普及状況
 動画共有・配信サービス等の利用率
・ YouTube、ニコニコ動画などのオンデマンド型の動画共有サービスの利用率は一貫して高く、かつ増加傾向。
・ サービスごとに見ても、YouTubeの利用率が年代を問わず突出。

【出典】 令和４年度情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査報告書（総務省）4

【種別ごと】

【サービスごと】



② 情報の発信に関する現状
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ソーシャルメディア等を通じた情報発信の増加・多様化
 インターネット上で流通するデータの量は飛躍的に増大。特にInstagram、YouTubeなどのソーシャルメディアの利
用増に伴い、そこで生成・発信されるデータの量が加速度的に増加しているとの調査結果もある。

 コミュニケーションツールとしてのLINE、画像・映像の共有ツールとしてのTwitterやFacebookなど、サービスごとに特
徴的な情報発信方法も存在。
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 主なソーシャルメディア系サービス／アプリ等の利用率
（書き込む・投稿する）

【出典】 DOMO, Data Never Sleeps 10.0 (2022)

 オンラインサービスごとの1分あたりデータ
生成量

 ソーシャルメディアでの情報発信方法

【出典】 令和４年度情報通信メディアの
利用時間と情報行動に関する調査報告書
（総務省）

【出典】 株式会社NTTドコモ
「モバイル社会白書2023年版」



生成AIツールの普及とAI生成コンテンツの増加
 生成AIツール「ChatGPT」の全世界合計訪問回数は1年間で146億回。これを含め、訪問回数上位50ツール合
計で240億回以上のアクセス。

 2026年までにオンライン上のコンテンツの90％がAIで生成・加工されたものになるかもしれないとの予測も存在。
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 ユーロポール（欧州刑事警察機関）報告書
「Facing reality?: Law enforcement and the 
challenge of deepfakes」（2022）（仮訳）（抄）

【出典】 Sujan Sarkar, AI Industry Analysis: 50 Most Visited AI 
Tools and Their 24B+ Traffic Behavior, Writerbuddy (2023)

 主なAIツールの全世界訪問回数

専門家は、2026年までにオ
ンライン上のコンテンツの
90％が合成的に生成され
たものになるかもしれないと
予測する。合成的メディアと
は、人工知能（AI）を使っ
て生成され、又は加工され
たメディアをいう。ほとんどの
場合、合成的メディアはゲー
ム目的、サービスを改善する
ため、又は生活の質を改善
するために生成されるが、合
成的メディアと改良された技
術の増加は、ディープフェイク
を含む偽情報の可能性を生
じさせている。



生成AIに対する規制導入を巡る議論

 各種世論調査では、生成AIによる偽動画などについて、「規制を強化すべき」「政府が対策を講じる必要がある」と
の回答が、「今のままでよい」「政府が対策を講じる必要があるとは思わない」との回答を上回る結果。
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 読売新聞社世論調査（2023年11月）

【出典】 NHKウェブページ
https://www.nhk.or.jp/senkyo/shijiritsu/archive/2023_11.html

 NHK世論調査（2023年11月）

【出典】 読売新聞オンライン（2023年11月19日）
https://www.yomiuri.co.jp/election/yoron-chosa/20231119-OYT1T50125/

https://www.nhk.or.jp/senkyo/shijiritsu/archive/2023_11.html
https://www.yomiuri.co.jp/election/yoron-chosa/20231119-OYT1T50125/


③ 情報の伝送に関する現状
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プラットフォーム事業者によるデータの取得・蓄積
 モバイルインターネットトラヒックの割合、月間ユーザー数ともに、Meta（旧Facebook）、Google、Microsoftなど
一部のプラットフォーム事業者が高い数字を維持。

 これらのプラットフォーム事業者は、様々なサービスの提供を通じて、名前やユーザー名、IPアドレス等の属性データや、
購買活動やコミュニケーション等の様々なアクティビティデータを取得。利用ユーザー数を考慮すると、莫大なデータ量
を取得・蓄積していると想定。
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 アプリケーション別モバイルインターネットトラヒック
の割合（2022年上半期）

 米国における月間ユニークユーザー数の多い
プラットフォーム（2022年7月）

 プラットフォーマーによって収集されている
データ項目例

【出典】 令和５年版情報通信白書（総務省）



④ 情報の受信に関する現状
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ソーシャルメディアを通じた情報収集の現状
 各種ソーシャルメディアサービス利用者を対象とした民間の調査によると、特にTwitter、Instagram、TikTokなどの
サービスがニュース情報や生活情報、世の中の話題等の情報収集に活用されている。
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【出典】 株式会社NTTドコモ「モバイル社会白書2023年版」



ニュースその他信頼できる情報の収集手段
 信頼できる情報の収集手段として、テレビを挙げる人の割合は年代を問わず依然として高い。一方、20代ではイン
ターネットを挙げる人も4割超。

 特にソーシャルメディアを通じてニュース情報を収集する人が近時増加。2023年には新聞を上回ったとの調査結果
も存在。

 週1回以上アクセスし、ニュース（報道情報）
を日常的に得ているメディアの年次推移

 世の中の動きやできごとについて信頼できる情報
を得るために最も利用するメディア

【出典】 令和４年度情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査報告書（総務省）

【出典】 株式会社NTTドコモ「モバイル社会白書2023年版」
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災害時の情報収集手段
 民間の調査によると、災害時の情報収集手段としてはテレビを挙げる人が最も多く、7割前後。
 一方、ソーシャルメディア（SNS）を含むインターネット経由での情報収集を行う人が増加傾向。

14【出典】 株式会社NTTドコモ「モバイル社会白書2023年版」

【大雨・台風の場合】

【地震の場合】



各メディアの情報源としての重要度・信頼度
 情報源としての重要度を尋ねると、20～40代ではインターネット、50～60代ではテレビと回答する人が最も多い。
 一方、各メディアの信頼度を尋ねると、新聞又はテレビと回答する人の割合が高く、インターネットと回答する人の割
合は年代を問わず3割前後にとどまる。

 テレビや新聞は情報が信頼できる、インターネットは手軽で情報量が多いとの印象が強いという調査結果も存在。
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 各メディアの信頼度 情報源としての重要度

 各メディアの印象
【出典】 令和４年度情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査報告書（総務省）

【出典】 公益財団法人新聞通信調査会
「第16回メディアに関する全国世論調査」（2023年）



インターネットニュース受信の現状
 インターネットニュースを見る人の8割超はポータルサイト（Yahoo!、Googleなど）からアクセス。20～30代では

SNS（LINE、Twitter、Facebookなど）からアクセスする人も6割以上存在。
 インターネットニュースの出所を気にする人は47.1％、気にしない人は52.9％。特に20～40代では「気にしない」人
の割合が「気にする」人の割合を上回ったとの調査結果も存在。
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 インターネットニュースを見る時、アクセスするサイト

【出典】 公益財団法人新聞通信調査会「第16回メディアに関する全国世論調査」（2023年）

 インターネットニュースの出所
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